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SAHSタンパク質の機能解析から、クマムシの乾燥耐性の新たなメカニズムの一端を明らかにすることを目指している。乾燥耐性メカニ

ズムの理解により、バイオ医薬品や細胞の乾燥保管技術の開発につながることが期待される。
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発光プレートリーダ―を用いたクマムシ耐性タンパク質のリガンド解析

プレートリーダ―

ヨコヅナクマムシの内在性SAHS1タンパク質を共免疫沈降法により回収した。発光プレートリーダーを用いた測定により、クマムシ生体

内より分離したSAHS1タンパク質複合体中に顕著にヘムが含まれることが示された。これは生体内でSAHSタンパク質がヘムと結合して

いることを示した結果であり、SAHSとヘムとの結合を介した耐性機構が存在することが示唆された。

令和　　2　　年　　6　　月　　1　　日　〜　　令和　　3　　年　　3　　月　　31　　日

R2-001


